
研究代表者氏名 岩田 穆 研究組織 人6

所属機関・部局・職 広島大学・大学院先端物質科学研究科・教授 所属機関所在地 東広島市

研究課題名 チップ間無線通信を用いた高認知度処理システムの三次元集積アーキテクチャ

研究の概要等 世紀ＣＯＥ研究拠点「テラビット情報ナノエレクトロニクス」における，システ21

． 、ム・回路領域の研究計画である これまで三次元集積技術が研究開発されてきたが

チップ間貫通金属配線、高精度なチップ積層、放熱、歩留まり等の課題を解決でき

ていない。これらを解決するために複数チップ間を広帯域の無線で通信する三次元

． ，集積アーキテクチャを提案する 三次元の接続をフレキシブルに再構成可能にして

この特徴を活用して生体処理原理による高適応ビジョンや高度な脳機能の実現を目

指す．

無線による三次元集積チップ間通信技術：ハードウェア構成1.

ローカル通信：多数のスパイラルアンテナをチップに形成，隣接チップ間の無線(1)

通信を実現．

グローバル通信：ダイポールアンテナをチップに形成、非隣接チップ間の無線通(2)

信を実現．

3G /s×300上記により高精度位置合せ不要なテラビット通信チップ間接続を達成（ ｂ

チャネル）

チップ間無線通信を活用した高認知度処理システム2.

従来、生体情報処理応用集積化で接続問題が未解決であり、本来の性能を実現でき

ていない。

高い適応能力のビジョンアルゴリズムとシステム化(1)

ロボット等における脳機能の処理アルゴリズムとシステム化(2)
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円
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